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(57)【要約】
【解決手段】本発明は、空気用の一つの入口及び一つの出口と、水用の一つの入口及び一
つの出口と、少なくとも一つの化学薬品用の一つの入口及び一つの出口と、少なくとも一
つの化学薬品用の投薬システムと、を備える清浄装置に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気用の一つの入口及び一つの出口と、水用の一つの入口及び一つの出口と、少なくと
も一つの化学薬品用の一つの入口及び一つの出口と、前記少なくとも一つの化学薬品用の
投薬システムと、を備えた清浄装置であって、
　前記空気用の出口、前記水用の出口、及び前記少なくとも一つの化学薬品用の出口は、
加圧ピストルであり、
　前記少なくとも一つの化学薬品用の出口は、弁を介して、前記少なくとも一つの化学薬
品用の入口及び前記水用の入口に接続し、水による前記少なくとも一つの化学薬品の希釈
物が、前記少なくとも一つの化学薬品用の出口を介して、排出可能であって、
　前記排出された希釈物内の前記少なくとも一つの化学薬品の所定の濃度が前記装置に導
入された後、前記排出された希釈物が前記所定の濃度を有するように、前記弁の位置が、
前記投薬システムによって自動的に調整される
ことを特徴とする清浄装置。
【請求項２】
　前記化学薬品は、清浄剤であって、好ましくは、医療洗浄を目的とする清浄剤である
ことを特徴とする請求項１に記載の清浄装置。
【請求項３】
　前記所定の濃度は、前記装置に配置された操作ボタンを介して、前記装置に導入可能で
ある
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の清浄装置。
【請求項４】
　水による前記少なくとも一つの化学薬品の前記希釈物は、１：９９から１：１の間、好
ましくは、１：５０から１：５の間で調整可能である
ことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の清浄装置。
【請求項５】
　前記水用の出口を介して排出される前記水は、５０度未満の温度を有し、及び／又は、
０．１ＭＰａ～０．５ＭＰａの圧力で排出される
ことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の清浄装置。
【請求項６】
　前記空気用の出口を介して排出される前記空気は、０．５ＭＰａ以下の圧力を有する
ことを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の清浄装置。
【請求項７】
　前記加圧ピストルは、圧力制御を使用するか、又は使用しない
ことを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の清浄装置。
【請求項８】
　前記各加圧ピストルは、前記加圧ピストルの頭部に配置された電気ボタンを備え、前記
装置は、前記電気ボタンが一度触れられると、対応する前記加圧ピストルが稼働し、もう
一度触れられると、非稼働になるように構成される
ことを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載の清浄装置。
【請求項９】
　前記各加圧ピストルは、本質的にアルミニウムからなる
ことを特徴とする請求項１～８のいずれかに記載の清浄装置。
【請求項１０】
　前記加圧ピストルは、少なくとも一つの先端を備え、前記少なくとも一つの先端は、好
ましくは、ステンレス鋼及びシリコーンからなる
ことを特徴とする請求項１～９のいずれかに記載の清浄装置。
【請求項１１】
　前記少なくとも一つの先端は、ルアースリップ先端であり、好ましくは、傾斜している
ことを特徴とする請求項１～１０のいずれかに記載の清浄装置。
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【請求項１２】
　前記先端は、互換性があり、好ましくは、複合利用及び／又は統合シャワーヘッド機能
を有する先端によって、交換可能である
ことを特徴とする請求項１０又は１１に記載の清浄装置。
【請求項１３】
　前記装置は、ディスプレイ、好ましくは、ＬＣＤディスプレイ、タッチ式ディスプレイ
又はＬＣＤタッチ式ディスプレイを備える
ことを特徴とする請求項１～１２のいずれかに記載の清浄装置。
【請求項１４】
　前記装置は、蠕動ポンプ、好ましくは、ステップモーターを有する蠕動ポンプを備える
ことを特徴とする請求項１～１３のいずれかに記載の清浄装置。
【請求項１５】
　前記投薬システムは、ＳＧＰＵシステムを有するＤＳシステムである
ことを特徴とする請求項１～１４のいずれかに記載の清浄装置。
【請求項１６】
　前記装置は、化学薬品又は水の不足等の起こり得る不具合を防止する少なくとも一つの
安全システムを備える
ことを特徴とする請求項１～１５のいずれかに記載の清浄装置。
【請求項１７】
　医療施設、診療所、病院、診察センター及び／又は歯科センターにおいて、溶液調整、
投薬、清浄及び／又は消毒の工程中に、請求項１～１６の清浄装置を使用することを特徴
とする。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気用の一つの入口及び一つの出口と、水用の一つの入口及び一つの出口と
、少なくとも一つの化学薬品用の一つの入口及び一つの出口と、少なくとも一つの化学薬
品用の投薬システムと、を備える清浄装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　診療所、病院、診察センター又は歯科センター等の医療施設において、清浄及び消毒の
ために清浄装置を使用する。従来の清浄装置は、
・清浄工程中のカニューレ器具に生じる圧力や、すすぎ及び乾燥に関する再現性の欠如、
・流れに関する再現性の欠如、
・清浄及び殺菌に使用する殺菌剤の投薬量の誤り、
・カニューレを入れるために使用されるピストル又は注射器の接続、
・トリガー又は注射器プランジャーを通じた稼働での反復運動による痛みが生じる、
・（人間工学的に）ハンドガンを利用することの困難性、
・高濃度の消毒剤に触れる危険性、
・新たに手で希釈せずに工程中に使用される清浄剤を投薬する代わりがない、
・熟練者が剤のない水だけを注入するという誤投薬の危険性、
・オペレータに対する安全システムの欠如、
・殺菌された製品の外装のすすぎの困難性、
・清浄及び殺菌工程中の配線又はカテーテルの固定又は結合の困難性、
・工業製品を通じる所定のフローに関する正確性の欠如、という問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明が解決しようとする課題は、従来の装置の上記の問題点を克服した改良された清
浄装置を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００４】
　請求項１に係る清浄装置によって上記の課題を解決する。請求項１７は、本発明に係る
清浄装置の使用に関する。従属請求項にさらに好ましい実施形態が含まれる。
【０００５】
　本発明では、清浄装置は、空気用の一つの入口及び一つの出口と、水用の一つの入口及
び一つの出口と、少なくとも一つの化学薬品用の一つの入口及び一つの出口と、少なくと
も一つの化学薬品用の投薬システムと、を備える。空気用の出口、水用の出口及び化学薬
品用の出口は、加圧ピストルである。化学薬品用の出口は、化学薬品用の入口及び水用の
入口に、弁を介して接続されており、水による化学薬品の希釈物が、化学薬品用の出口を
介して排出可能になっている。装置は、排出された希釈物中の化学薬品の所定の濃度が装
置に導入された後に、排出された希釈物が所定の濃度を有するように、弁の位置が投薬シ
ステムによって自動的に調整される。
【０００６】
　本発明に係る清浄装置は、化学薬品に関係又は非関係でピストルによって解放されたウ
ォータージェットの動作と結合することで、清浄工程を補助する。清浄装置は、３つ、即
ち、清浄を支援する化学薬品、すすぎ水及び乾燥用空気のピストルを有する。
【０００７】
　空気は、空気用の入口を介して装置を通じ、かつ、空気用の出口、即ち、空気用の加圧
ピストルを介して排出される。水は、水用の入口を介して装置を通じ、かつ、水用の出口
、即ち、水用の加圧ピストルを介して排出される。化学薬品は、化学薬品用の入口を介し
て装置を通じ、かつ、化学薬品用の出口、即ち、化学薬品用の加圧ピストルを介して排出
される。さらに、化学薬品用の出口は、化学薬品用の入口及び水用の入口に、弁を介して
接続され、水による化学薬品の希釈物が、化学薬品用の出口を介して排出可能になってい
る。投薬システムは、化学薬品が装置に導入された後に、例えば、操作ボタンを介して、
所定の濃度に調整することで、希釈物が、化学薬品の所定の濃度を有するようになってい
る。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係る清浄装置は、次の効果がある。
・清浄装置は、３つの加圧ピストル（水用、空気用及び化学薬品用）を同一胴体に有して
おり、操作及び設置のための工程を促進する。
・水用、空気用及び化学薬品用の加圧ピストルを使用することで、制御された安定的な圧
力と共に、工程の再現性を確実にできる。
・１ガロンの高濃度の化学薬品からプログラムされた濃度に自動的に希釈化及び均質化さ
れた化学薬品を供給できる。
・可変投薬システムは、清浄剤等の化学薬品の推奨濃度に適合し、推奨濃度での同時適用
を可能にし、剤の無駄及び誤投薬を回避する。
・清浄装置は、高精度で少ない投薬量を実行する。
・清浄装置は、オペレータが介在する必要がなく自動的に化学薬品を投薬するので、オペ
レータに対する高濃度の化学品の接触をできるだけ低くできる。
・フローに関して、設備が常に同一に制御されるよう維持して、清浄工程の効率を大幅に
向上する。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明に係る清浄装置の好ましい実施形態において、化学薬品は、清浄剤であって、好
ましくは、医療目的用の清浄剤である。清浄剤は、例えば、脂肪分解及び／又はタンパク
質分解及び／又は殺菌効果を有する清浄剤である。
【００１０】
　本発明に係る清浄装置のさらに好ましい実施形態では、所定の濃度が、装置に配置され
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た操作ボタンを介して、装置に導入される。
【００１１】
　さらに好ましい実施形態では、化学薬品を水で希釈することで、特定の濃度にできる。
好ましくは、水に対する希釈度が、１：９９～１：１、好ましくは、１：５０～１：５の
間である。
【００１２】
　さらに好ましくは、水用の出口を介して排出された水は、５０度未満の温度、及び／又
は、０．１ＭＰａ～０．５ＭＰａの圧力で排出される。
【００１３】
　さらに好ましくは、空気用の出口を介して排出された空気は、０．５ＭＰａ以下の圧力
である。
【００１４】
　さらに好ましい実施形態では、加圧ピストルは、圧力制御を使用するか、使用しない。
この実施形態では、圧力制御を使用するか、使用せずに、空気を搬送する。そのため、使
用者は、固定圧力のままにしたり、感光性材料乾燥の場合と同様に設定したりできる。さ
らに、圧力制御を使用するか、使用せずに、水を供給できる。そのため、使用者は、水圧
を固定したままにしたり、繊細な材料の場合と同様に設定したり、すすぎ工程中に水の「
まき散らし」を避けてすすいだりできる。これは、汚染物質の発散の制御に非常に有用で
ある。さらに、圧力制御を使用するか、使用せずに、化学薬品の希釈物を供給でき、使用
者は、水圧を固定したままにしたり、繊細な材料の場合と同様に設定したり、すすぎ工程
中に水の「まき散らし」を避けてすすいだりできる。これは、汚染物質の発散の制御に非
常に有用である。
【００１５】
　さらに好ましくは、各加圧ピストルは、加圧ピストルの頭部に配置された電気ボタンを
備える。好ましくは、装置は、電気ボタンが一度触れられると、対応する加圧ピストルが
稼働し、もう一度触れられると、非稼働になるように構成されている。そのため、ボタン
を押圧したままにする必要がない。ガンの発射は同一であり、接触だけで簡単に稼働し、
次の接触まで稼働したままである。
【００１６】
　さらに好ましい実施形態では、各加圧ピストルは、本質的にアルミニウムからなる。こ
の好ましい実施形態は軽量で、優れた耐性を有する。
【００１７】
　さらに好ましい実施形態では、各加圧ピストルは、少なくとも一つの先端を備える。好
ましくは、先端は、ステンレス鋼及びシリコーンからなる。この先端は、ステンレス鋼及
びシリコーン止め具が漏れを防止するので、変形しない。
【００１８】
　さらに好ましくは、先端は、ルアースリップ先端である。好ましくは、このルアースリ
ップ先端は、傾斜している。好ましくは、この先端は、様々な種類の接続に適合する。
【００１９】
　さらに好ましい実施形態では、先端は互換性がある。好ましくは、先端は、複合利用及
び／又は統合シャワーヘッド機能を有する先端によって、交換可能である。シャワーヘッ
ド機能は、外装材に最も良いすすぎを提供する。「シャワーヘッド」は、互換性のある先
端であって、レバー（ガン）に乗せられることができ、装置による利用性を拡大する。高
濃度ジェットの代わりに、使用者は、製品の利用又は広範囲のすすぎを促進するシャワー
を有しても良い。複合利用とは、内視鏡からカテーテルの注入製品でも良い。
【００２０】
　さらに好ましい実施形態では、本発明に係る装置は、ディスプレイ、好ましくは、ＬＣ
Ｄディスプレイ、タッチディスプレイ又はＬＣＤタッチディスプレイを備える。
【００２１】
　さらに好ましい実施形態では、本発明に係る装置は、蠕動ポンプ、好ましくは、ステッ
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プモーターを有する蠕動ポンプを備える。そのため、投薬量及び化学製品フローの正確性
に関する困難性はない。
【００２２】
　さらに好ましい実施形態では、投薬システムは、ＳＧＰＵシステムを有するＤＳシステ
ムである。装置は、人為的誤りの危険性がなく自動的にプログラムされた投薬を実行する
知的システム（ＳＧＰＵ）を有する。このシステムは、自動的に投薬量を調整する水投入
のブリスター又は圧力の急変等の変動も回避する。
【００２３】
　さらに好ましい実施形態では、本発明に係る装置は、化学薬品又は水の不足等の起こり
得る不具合を防止する少なくとも一つの安全システムを備える。このシステムは、投薬シ
ステムを通じる水量を監視すると共に、水量が入力又はプログラムされた所定の量か否か
を確認しても良い。
【００２４】
　本発明に係る装置は、医療施設、診療所、病院、診察センター及び／又は歯科センター
において、溶液調整、投薬、清浄及び／又は消毒の工程中に使用可能である。
【００２５】
　本発明に係る清浄装置では、複数の投薬量、即ち、希釈剤中の化学薬品の濃度をプログ
ラムできる。そのため、所定の濃度を有する希釈剤を排出する前に、濃度の特定の値を装
置に入力する必要がない。
【００２６】
　さらに好ましくは、装置は、誤使用に対する安全を保証する稼働製品会議システムを有
する。
【００２７】
　装置は、アルコール用の別の入口を有しても良い。アルコール及び水のエアゾールは、
乾燥を向上するために、空気用の出口を介して、排出可能でもよい。
【００２８】
　装置は、診療所、病院、診察センター及び／又は歯科センター等において使用されるた
めに改良された。装置は、化学薬品に関連又は非関連でピストルによって解放されるウォ
ータージェットの動作と結合することで、清浄工程を補助する。可変投薬システムは、清
浄剤の推奨濃度に適合して、推奨濃度での同時適用を可能とし、剤の無駄及び誤投薬を回
避する。清浄装置は、３つ、即ち、清浄を支援する化学薬品、すすぎ水及び乾燥用空気の
ピストルを有する。ピストルの頭部に計画的に配置された起動ボタンの特徴は、使用者が
、同一の素早い操作を可能とする。ステンレス鋼及びシリコーンの先端を有する装置のガ
ンは、様々な種類のカニューレ具又は管腔に適合する。
【００２９】
　先端ＤＳ投薬システムは、ルアーロック接続で使用するための機能をさらに有し、そし
て、特許出願で記載された使用に加え、それぞれの清浄を実行するためのカテーテルの血
液ラインに適合し、さらに、消毒溶液が詰められる。
【００３０】
　ステップモーターを有する蠕動ポンプは、設備の正確性を向上するように構成され、蠕
動ポンプのみの場合の観点から、ＤＳ及び清浄装置等の投薬量の正確性の高いレベルを要
求する企業によって改良される。
【００３１】
　熟練者は、単一装置に設けられた３つの加圧ピストルを信頼することができ、一つは、
内蔵供給装置ＤＳ式システムを有するので、自動的にプログラムされた濃度で投薬された
清浄又は殺菌剤を注入し、すすぎ用の水及び乾燥用の空気の２つの他のピストルは、設備
を多目的な道具にすると共に、市場で特有のものにする。
【００３２】
　ルアーロック先端によるこの新たなＤＳシステムでの先端の改良で、使用者は、清浄又
は殺菌を実行するために、この装置を有する様々な種類のカテーテル又はチューブを接続



(7) JP 2017-531485 A 2017.10.26

10

20

30

40

50

できる。
【００３３】
　清浄装置の設備は、水ピストル、制御され安定的な圧力を有する薬剤又は空気を通じて
、工程中の再現性を確実にする。フローに関して、設備は、清浄工程の効率が大幅に向上
する制御になるように常に同一に維持する。設備は、ＤＳで特許された知的システム（Ｓ
ＧＰＵ）を有し、人為的誤りの危険性がなく自動的にプログラムされた投薬を実行し、こ
のシステムは、自動的に投薬量を調整する水投入のブリスター又は圧力の急変等の変動も
回避する。接続する際、カニューレの清浄装置の先端は、変形しないステンレス鋼であっ
て、（傾斜した）ルアースリップ先端、及び熟練者による漏れを防止するシリコーン止め
具によって、様々な種類の接続に完全に適合する。設備のピストルは、アルミニウムによ
る表面処理で、人間工学的に最大限に軽量になるよう構成され、耐久性を向上し、設置さ
れた電気ボタンを通じて稼働し、熟練者が触れるだけで設備を稼働し、別の接触で停止し
、発射したままにする必要はない。この器具は、同一胴体に３つのピストル（化学薬品用
、水用及び空気用）を有しており、操作及び設置のための工程を促進する。清浄装置は、
オペレータが介在する必要がなく自動的に化学薬品を投薬し、高濃度の化学品の接触をで
きるだけ少なくできる。この設備によって、オペレータは、ディスプレイ（ＬＣＤ）で選
択されてプログラムされた複数の投薬量を自動的に実行できる。設備は、化学薬品又は水
の不足等の起こり得る不具合を防止する安全システムを備えると共に、プログラムで要求
された水量が正確に投薬設備を通じるか監視する。上記に加えて、安全設備は、誤使用に
対する安全を保証する稼働製品会議システム及びピストルを有する。洗浄の前に製品をす
すぐために、「シャワーヘッド」シャワーによって設備は、外装材に最も良いすすぎを提
供する。この先端ＤＳは、カテーテル及び血液ラインのルアー式接続の問題を解決する。
蠕動ポンプは、投薬量及び化学製品フローの正確性に関する困難性を解決する。
【００３４】
　清浄装置は、病院環境における「半自動」工程の多目的の設備であって、圧力制御を使
用するか、使用せずに、空気を搬送し、オペレータは、固定圧力のままにしたり、感光性
材料乾燥の場合と同様に設定したりできる。圧力制御を使用するか、使用しない水の場合
、オペレータは、水圧を固定したままにしたり、繊細な材料の場合と同様に設定したり、
すすぎ工程中に水の「まき散らし」を避けてすすいだりできる。これは、汚染物質の発散
を制御する際に非常に有用である。１ガロンの高濃度製品からプログラムされた濃度に自
動的に希釈化及び均質化された化学薬品（一般的に殺菌）の場合、このシステムの投薬量
は正確で、（ＤＳシステムでも）高い精度で少ない投薬量を実行し、また、圧力制御を使
用するか、使用しない溶液の場合、オペレータは、水圧を固定したままにしたり、繊細な
材料の場合と同様に設定したり、すすぎ工程中に水の「まき散らし」を避けてすすいだり
できる。これは、汚染物質の発散を制御する際に非常に有用である。
【００３５】
　清浄装置は、「シャワーヘッド」（シャワー）として知られる装置も特徴とし、互換性
のある先端であって、レバー（ガン）に乗せることができ、高濃度ジェットの代わりに、
この装置を使用する用途を広範囲にし、オペレータは、製品の利用又は広範囲のすすぎを
促進するシャワーを有する。
【００３６】
　設備の全てのピストルの先端は、ルアースリップなので、互換性があって、内視鏡から
カテーテルの注入製品等の複合利用ができ、さらに、高い耐性のステンレス鋼であって、
簡単に消毒できる。
【００３７】
　ガンの発射は同じで、接触だけで簡単に稼働し、次の接触まで稼働したままである。
【００３８】
　設備は、「アルコールを使用してすすぐ」装置を有し、パネルで有効とされたときに、
空気ピストル内に空気を有するアルコールジェットを解放できる。
【００３９】
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　設備は、自動的であって、全ての範囲における使用を促進する。
【００４０】
　設備は、どのガンが使用されているか確認するセンサーを有しているので、ダッシュボ
ード（ディスプレイ）で、各工程を同時に実行できる。
【００４１】
　設備は、水の不足や製品側で工程を中止したときに、オペレータに知らせる安全システ
ムを有する。
【００４２】
　このシステムでは、内視鏡オプションの統合性チェックをテストするために使用される
「漏れテスト」機能もある。
【００４３】
　清浄装置は、ピストルの先端を有し、（洗浄、すすぎ、乾燥、カテーテル又はチューブ
内の液体の注入等）様々な利用を互換可能に提供し、非常に高い耐性のステンレス鋼から
なる。ピストル発射が、ピストルで実行され、同一の使用を促進し、使用のときの押圧を
不要とし、使用者に対する人間工学を表すように、触れるだけで接続し、触れることで工
程を停止するように変更する。
【００４４】
　設備は、ピストル内の圧力制御を使用するか、使用しないかの２つのバージョンで利用
でき、オペレータは、固定圧力に頼ることができたり、圧力をプログラムできる際に１つ
のバージョンにしたり、使用に応じて先に圧力を設定する際に操作を選択したりできる。
【００４５】
　アルコールを使用してすすぐ装置は任意であり、より効果的な乾燥を要求する場合に、
オペレータは使用できる。この場合、乾燥が促進するように、医療空気ピストルで希釈ア
ルコールを放出する。
【００４６】
　パネルも２つのバージョンがあり、患者によって選択されたバージョンに応じて、ＬＣ
Ｄディスプレイ又はタッチ式を使用し、設備ディスプレイは、プログラミング用のメンブ
レン・キーボードを有する一方、直接スクリーンではタッチバージョンプログラムとなる
。この装置は、オペレータが様々な情報、例えば、操作圧力（水、空気、消毒）、流れ、
投薬量、時間、実行されている操作、現在の工程を動作している熟練者の名前等、を取得
できる場合に、有益なプログラミングと同様に機能を果たす。
【００４７】
　漏れテストは、再処理される内視鏡で熟練者が清浄装置で任意に利用し、同一物に対す
る破損をできるだけ回避するために、再処理前に内視鏡を統合的にテストする装置である
。このテストの結果は、内視鏡が再使用可能か、修理が必要か、ディスプレイ又はスクリ
ーンに表示される。
【００４８】
　設備は、どの内視鏡が再処理されているか、どの操作及びオペレータが工程を実行し中
央にデータを送信しているか、を確認するシステムも特徴とする。
【００４９】
　清浄装置は、使用を促進する１種類以上の消毒液を注入する（市場で唯一）。
【００５０】
　装置は、実行されている工程及び使用者データを中央へ送信し、中央は、このデータを
クライアントへ提供する。
【００５１】
　清浄装置は、その構成内に、（ＳＧＰＵシステムを使用する）ＤＳシステムを備え、入
口での水圧と関係なく正確な変化を提供し、製品内で製造された活性物質の内容物確認シ
ステムを有する。設備は、簡単に消毒できるように、特有な設計がされている。
【００５２】
 提案の設備は、医療施設において、化学薬品の使用を通じて、溶液調整、投薬、清浄及
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